
　

作
家

△
△
さ
ん

　

興
味

　
・
作
家
の
△
△
さ
ん
に

     

興
味
を
も
っ
た
の
は

     

な
ぜ
か
。

　
・
新
し
い
情
報
を
得
る

     

た
め
に
ど
ん
な
こ
と

     

に
気
を
付
け
る
の
か
。

　

③
発
表
を
聞
き
、新
た
に
質
問
を
し
た
い
内
容

       

を
ふ
せ
ん
に
書
く
。 

新
し
い

情
報

ど
ん
な
本

国語

教師

小学校学習指導要領解説国語編では，「Ｂ 書くこと」の指導事項の〔第5学年及び第6学年〕において，「ウ 
事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。」を設定してい
る。特に，文の中における主語と述語との関係や，修飾と被修飾との関係などを押さえながら，目的や意図に応じて文を分析
的・統合的に捉えるように指導することが大切である。

��������

　Ａ 　では，一文の意
味を理解したり，必要
となる事柄を整理した
りすることにつまずい
ているようですね。

7

例１ 例2は本問題を活用して指導する例 は出題の趣旨を踏まえ単元化して指導する例

例１例１

例2

主語と述語との関係や修飾と被修飾との関係を押さえながら，四つの文を一文にする。

書きたいことの中心をベン図を用いながら明確にして，新聞のリードや見出しを書く。

〔全1時間　対象：第3学年以上〕

〔全5時間　対象：第3学年以上〕

【
取
材
し
た
内
容
の 

一 

部
の
四
つ
の
文
】【
四
つ
の
文
を 

一 

文
に
し
た
例
】

○　主語には         を、述語(述部)

　には           をそれぞれ引きま

　しょう。

○　指示語を        で囲みましょう。

○　くり返されている言葉を

                    で囲みましょう。

○　大事な語句にマーカーを

   引きましょう。

               

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会
が
、
七

月
一
日
に
開
か
れ
て
、
そ
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
、
第
三
小
の
合
唱
部
が
出
場

し
て
、
金
賞
に
選
ば
れ
て
、
来
月
開

か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

て
し
て

て
れ
て

てて

    　

 

本
校
合
唱
部
が
、
七
月
一
日
に
開
か

    

れ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会
に
出

    

場
し
て
、
金
賞
に
選
ば
れ
て
、
来
月
開

    

か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

    

な
っ
た
。

　

七
月
一
日
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
県

大
会
に
出
場
し
た
本
校
合
唱
部
が
、

金
賞
に
選
ば
れ
、
来
月
開
か
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

◎
文頭に「本校合唱部
が」という主語を置
くと・・・。

　

「
そ
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
重
複
す
る
言

葉
だ
か
ら
省
略
し
て

も
い
い
。

　

「
〜
し
て
、
〜
し

て
、
」
と
い
う
表
現
が

三
回
続
い
て
い
る
。

　

「
〜
し
て
、
〜
し

て
、
」
と
い
う
表
現
が

二
回
続
い
て
い
る
。

●●
　　　　●

一人一人が書いたリードの内容をベン図に整理した様子

・
優
勝
の
ゆ
く
え
は
、
最
終

　

種
目
ま
で
も
つ
れ
た
。

・
最
終
リ
レ
ー
で
白
が
勝
っ
た
。

共
通
す
る
内
容

・
平
成
24
年
度
の
運
動
会
は
、

   

晴
天
の
中
で
行
わ
れ
た
。

【応援合戦を中心にしたリード】 【白組の優勝を中心にしたリード】

・   六月二日，晴天の中で行われた平
   成24年度第一小学校の運動会では，
   全学年が参加して行われた応えん合
   戦が，赤白ともに大いに盛り上がった。

・   六月二日，晴天の中で行われた平
   成24年度第一小学校の運動会は，
　優勝のゆくえが最終種目のリレーま
　でもつれた結果，三年ぶりに白組が
　優勝を手にした。

【見出し】
「白組 三年ぶりの優勝」

【見出し】
「声の限りに 応えん合戦」

・ 助詞がない場合がある。
・ 文末が省略されている場合がある。
・ 10字程度で簡潔に書かれている。

・  5W1Hで構成されている。
・  主語を修飾する言葉が長い。
・  一定の結果や結論まで書かれている。
・  一文が40字程度で書かれている。

【見出しの特徴】 【リードの特徴】

②　

そ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
第
三  

   

小
の
合
唱
部 

が
出
場
し
た
。

①　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会  

    

が
、
七
月
一
日
に
開
か
れ
た
。

③　

第
三
小
の
合
唱
部 

は
、
そ
の

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
に
選
ば
れ
た
。

④　

第
三
小
の
合
唱
部
は
、
来
月

　

開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る

　

こ
と
に
な
っ
た
。

�����������������������������

Ａ   　新聞の報道記事のリードに必要な事柄を
      整理し，一文にまとめて書く。 正答率：４３.７％

課題の見られた問題の概要と結果

〔第5学年及び第6学年〕 Ｂ　書くこと
　　ウ  事実と感想，意見などとを区別するとともに，
　　  目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。

学習指導要領における領域・内容
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主語を修飾
すると・・・。

教師

単元を貫く
言語活動

新
聞
の
リ
ー
ド
や
見
出
し
を
書
く

�����

5　書いたリードや見出しを交流し，書きたいこと 
  の中心が明確に伝わるかどうかを相互評価する。

第三次（１時間）

第二次（3時間）

4　「本校合唱部が」を主語にして四つの文を
　一文にする。
　○　「本校合唱部が」という主語を文頭に置
　　いて一 文で書く。（■）
　○   「･･･出場した本校合唱部が」のように主  
       語を修飾して書く。（◎）

2　グループごとに記事にする行事について取材する。
3　リードに書く内容や表現の仕方を話し合う。
 ○　グループの一人一人が，リードに書く内容を   
　  考え，それを一文にしてふせんに書く。  
   （一人2～3枚）
 ○　ふせんの中で共通する内容を取り出し，それ
　  をカードに整理し，ベン図の中央に置く。その
     他の内容については，ふせんを使ってまとまり
     に分け，ベン図の外側に置く。
4　ベン図の中央に置いた内容は必須とし，一人一   
    人が書きたいことの中心を明確にしてリードを書く。
　○　リードに合わせて，見出しを10字程度で書く。
※ここでは，本文の記述については省略する。 

１　家の人に学校の様子を伝えるために，学習課題　 
   「一学期の行事を学級新聞に書こう」を設定し学習
   計画を立てる。
　○　子ども新聞を参考にして，見出し，リード，　   
      本文それぞれの記述の特徴を調べる。

第一次（１時間）

3　教師が提示した【四つの文を一文にした例：
　▲】を改善する方法について話し合う。

2　Ａ     の問題のリードの内容を踏まえ,【取材
　した内容の一部】の四つの文のそれぞれの
　構成や文と文との関係について話し合う。

１　文の定義を確認し，教師が提示する数例の
　文の構成について話し合う。
　○　主語と述語との関係を捉える。
　○　修飾と被修飾との関係を捉える。

7
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②発表を聞き，解決した質問には
チェック（レ点）を付ける。

　小学校学習指導要領解説国語編では，「Ａ　話すこと・聞くこと」の指導事項の〔第3学年及び第4学年〕に
おいて，「エ　話の中心に気を付けて聞き，質問をしたり感想を述べたりすること。」を設定している。〔第5学年及び第6
学年〕においては，「エ　話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。」を設定し
ている。主体的な聞き手が育つように，学年の発達の段階に応じて計画的に指導することが大切である。

��������

　Ａ 　では，狙いを明確に
して質問をすることにつま
ずいているようですね。

22

上の四つのほかに，次のような質問の観点も大切です。
　◇話し手の意図や結論を確認しようとする質問
　◇自分の経験や意見と比べようとする質問
　◇自分の理解度を確認しようとする質問

　まずは，発表の内容に簡潔
に触れてから質問をしましょう。

例１ 例2は本問題を活用して指導する例 は出題の趣旨を踏まえ単元化して指導する例

例１

例2

観点に基づいて質問をする。

調査報告を聞き，自分の経験と結び付けたり，自分の考えと比較したりしながら質問をする。

〔全1時間　対象：第3学年以上〕

〔全5時間　対象：第3学年以上〕

【自分の経験と結び付けたり，自分の考えと比較したりする質問のパターン】

（例）「私は，新しい情報がどの本に
載っているのか見つからず，困ったこと
があります。そこで，新しい情報をどの
ようにして得るのか教えてください。」

Ｂパターン【自分の考えと比較する】
（例）「私は，自分が好きな作家に出会
うことは難しいことだと考えています。
○○さんが作家の△△さんに興味をもっ
たのはなぜですか。」

Ａ   　話し手の話の内容を聞きながら書いた質問に
　　ついて，その狙いを適切に説明したものを選択
      する。                          

課題の見られた問題の概要と結果

〔第3学年及び第4学年〕 A　話すこと・聞くこと
　　エ  話の中心に気を付けて聞き，質問をしたり
　　　感想を述べたりすること。

学習指導要領における領域・内容

���

教師

単元を貫く
言語活動

�����

【質問を書いたカードを観点に即して整理している例】

【発表内容を引用・要約する】
（例）「発表では～ということでしたが，」

④ふせんの内容を一文に整理する。

����������������������������������

Ａパターン【自分の経験と結び付ける】

正答率： ６５.５％

5　【自分の経験と結び付けたり，自分の考えと比較
  したりする質問のパターン】を基に，どのように発
  言するかを話し合い，質問の練習をする。そして，
  実際に質問をし合い，相互評価する。

第三次（１時間）

3　Ａ　の【高木さんの発表のはじめの部分】   
　を聞き，質問をしたい内容をカードに書く。 
  ①まず，教師による全文通読を聞き，質問を
　  したい内容をカードに書く。
  ②次に，一文ずつ聞き，さらに質問をしたい
　  内容をカードに書く。（カードに書く時間を
　  確保する。）

2　調査報告を聞くときに，どのような観点
  に着目して聞けばよいかを話し合う。

4　書いたカードの内容が，どのような観点
  に即しているかを整理する。

１　各教科等で行っている調べ学習について，
　グループごとに説明（１分間スピーチ）し合
   い，質問をしたい内容をメモに取り，互い
   に質問をする。

2

第二次（3時間）

2　読書生活を三つの観点に分け，グループごとに調 
   べる。（下記：①～③）
   ①読書の目的と選書
   ②読書の時間と時間帯
   ③お気に入りのジャンルや作者
3　グループごとに発表の準備をする。
4　他のグループに対して，あらかじめ質問をした   
  い内容をノートに書く。そして，実際の発表を聞
  き，解決した質問にはチェック（レ点）を付ける
 とともに，新たに質問をしたい内容をふせんに書く。

１　調査報告を聞くときの現状を基に，注意点を整理
   した上で，学習課題「読書生活について調べて発表
   し，互いに質問をしよう」を設定し，学習計画を立
   てる。

第一次（１時間）

調べた目的，理由，背景について
知ろうとする質問 言葉の定義や意味を知ろうとする質問

根拠となる情報源や活用した資料を
知ろうとする質問 抽象的な表現を具体化しようとする質問

　

な
ぜ「
野
生
動
物
」

に
興
味
を
も
っ
た
の

で
す
か
。

　

絶
め
つ
の「
原
因
」

に
注
目
し
た
理
由

は
、ど
の
よ
う
な
こ

と
で
す
か
。

　 

「
五
百
万
と
も
五

千
万
と
も
・・・
」と
い

う
内
容
は
、ど
の
資

料
を
も
と
に
し
て
い

ま
す
か
。

　 

「
ニ
ュ
ー
ス
」は
、ど

こ
が
発
し
た
も
の
で

す
か
。

    「
山
や
野
原
な
ど
」

の「
な
ど
」と
は
、ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で

す
か
。

　
「
世
界
各
地
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
す
か
。

　 

「
絶
め
つ
の
危
機
」

と
は
、ど
の
よ
う
な

意
味
で
す
か
。

　 

「
直
面
し
て
い
る
」

と
は
、ど
の
よ
う
な

状
態
で
す
か
。

・
ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
読
書
を

  

す
る
人
が
一
番
多
い
か
。

・
本
を
選
ぶ
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
気 

  

を
付
け
て
い
る
か
。

①
あ
ら
か
じ
め
質
問
を
し
た
い
内
容
を
書
く
。

・
借
り
た
い
本
を
先
に
決
め
て
か
ら
図

書
館
に
行
く
か
。

①
〜
④
の
順
に
活
動
す
る
。

※本パンフレットにおける正答率は、抽出調査のため推計値であり、
　誤差±0,2％程度の精度となっています。( )
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